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山陽特殊製鋼グループは、1933年の創業以来、再生資源である鉄スクラップを原料とした特殊鋼製造で資源循環型社会の一翼を担うとともに、信頼性の高い高品質な特殊鋼製品を提供することで産業・経済の発展に貢献してまいりました。
これからも、社会からの信頼、お客様からの信頼、人と人との信頼の確立を目指す経営理念「信頼の経営」の実践を通じて、グループの持続的成長を図り、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

価値創造プロセス

Inputs

インプット
（6つの資本）

Business Activities

事業活動
（山陽特殊製鋼グループの取り組み）

財務資本

株主資本　1,910億円
有利子負債（ネット） 587億円

D/Eレシオ 0.30倍

製造資本

自然資本(資源・エネルギー )

グローバル製造拠点

鉄スクラップ・合金鉄
エネルギー (電力・都市ガス)

工業用水　

知的資本 基盤研究技術
製造技術・商品開発技術

評価・解析技術
(研究開発費22億円/2021年度)

人的資本
グループ従業員 6,402名

社会・関係資本
地域との共生

需要家・サプライヤーとの
パートナーシップ

日本製鉄、Ovakoとの３社連携

(2022年3月末)

(2022年3月末)

原料の約95%が
リサイクル品

生産工程で使用
した水の90%
以上を再利用

Outputs

アウトプット 
（事業活動の主な成果）

2022年度連結業績予想
売上高　3,850億円(注)

経常利益   200億円(注)

株主還元
のれん償却費を除く当期純利益に対し、

配当性向30%程度

海外事業の収益力強化

社会の様々な分野で活用される
高機能、高品質、高信頼性の製品提供

カーボンニュートラルに向けた
エコプロセス、エコプロダクトの創出

多様な一人ひとりが安全で健康に毎日
充実して働くことのできる職場づくり

自律考動型人材、グローバル人材の育成

環境保全・CO2排出削減
需要家・サプライヤーとの

パートナーシップ強化
日本製鉄、Ovakoとの３社シナジー

Outcomes

アウトカム
（生み出される価値）

経済的価値の創出

社会的価値の創出

持続可能な社会の実現に貢献

豊かで文化的な社会の発展

カーボンニュートラル社会

資源循環型社会の構築

安心・安全な社会の実現

ダイバーシティ＆インクルージョン 

ユーザーニーズ
の把握

製造技術開発
商品開発

製造
品質保証

販売

鋼材事業 粉末事業 素形材事業

経営計画 ｢25年中期｣
事業基盤の強化を通じ盤石な企業体質を確立

経営理念 ｢信頼の経営｣
あらゆるステークホルダーとの信頼確立

コーポレート・ガバナンス
自律的内部統制
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経営理念

｢信頼の経営｣
の実践

「高信頼性鋼の山陽」の
グローバルブランド化

グローバルな
特殊鋼マーケットでの

企業価値向上

山陽特殊製鋼グループを取り巻く経営環境

人口減少や高齢化に
伴う内需減

地産地消化、グローバルサプライチェーン見直し等の
構造変化に伴う、直接･間接輸出減

中国･インドを中心とした
グローバル需要は増加

将来的なEV化進展等も踏まえた
内外特殊鋼メーカーによる競争激化

2050年カーボンニュートラルに向けた
鉄スクラップを中心とした調達面での競争激化

軸受鋼
国内トップシェア

P.6 グローバル事業展開

P.12 エコプロダクトによるCO2排出削減貢献

P.7 経営計画(25年中期)

（注）2022年10月31日時点の公表業績予想




